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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
獣医学教育研究に大きく影響を与える。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
社会ニーズ、国際的通用性、獣医師の就業状況、大学改革の方向性
今まさに行っている教育改革のアウトラインが決まった。

専門教育課がまとめた獣医学教育の改革工程
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
進捗状況のフォーロー：大々的なアンケート調査、小委員会の設置
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後の在り方について
　１）モデル・コアカリによる基本的な教育内容の基準化を進める。
　　　　　出来ない教育が出てくる可能性、産業動物臨床教育、獣医倫理、動物福祉学
　　　　　金太郎アメ的な教育の意義はあるか？7割論は大学の特色との兼ね合いで生まれてきたと考えるべきである。
　２）獣医学教育のPDCAサイクルの確立、
　　　　　他分野との違いを鮮明にして、宣伝する必要がある
　３）常に教育改革の先端を走ることを目的とすべき
　　　　　優秀な学生が集まっているときにしかできない。国際化の進展　　　
　４）これをしないと補助金がとれない。次の手立ては何か？
　　　　　教育改革補助金を4大学が取ったが、取れていない大学は如何にとるか？
　　　　　共同教育を始めただけではだめ、国際化という別の旗印が必要であった。
　　　これに対しても財務省はさらに厳しい立場を取っている。

一橋大、留学を必修科目に　１８年度以降の入学者対象
渡辺洋介、2014年7月28日11時09分
約１千人の新入生全員に、主に英語圏の大学で約４週間の語学留学をさせる。在学中に留学しなければ原則卒業できない。帰国子女のように海外での滞在経験がある学生に対しては、別の言語が使われている国への留学などを検討する。
　費用は企業やＯＢ、ＯＧからの寄付金と、国の補助金で賄うが、一部は学生の負担になるという。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後、ミッションの再定義、工学、医学、農学が終わる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文部科学省は多数の検討会、協議会、協力者会議などを主宰している。
初等中等教育においては52の会議が、立ち上がりその中の24が調査研究協力者会議です。
ここに示したのは高等教育では36の会議が確認でき、1調査研究協力者会で16ありました。
学問領域別と高等教育全体に分けることが出来ます。赤字で示した７分野において調査研究が行われていることに成ります。文部科学省の興味
ママ学教育の改善・充実に関する調査研究ですから、どの様な手法や方策により改善・充実を図ることができるかを調査研究、
数回のアンケート調査を実施⇒まとめ、分析、検討、改善方策
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学設置基準：昭和31年の法律、16名28名
。、留学を必修単位化（一ツ橋）

組織的研究に大きな予算が採択されている。大学教育は専門分野に細分化されているので教員個人の問題でしかなかったが、獣医学教育全体を考える機会があまりなかった。
教育改革は、組織的に取り組まねば効果的でなく、それでなければ予算を獲得することもできない。そこにはリーダーシップが必ず必要とされる。
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